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第６回ＷＧで提出された意見

・新規サービスの営業においては、サービス内容や料金等で十分な差別化が可能である
ことから、営業受付番号桁数に差異があっても問題はない。
・ユーザアンケート調査結果から、番号桁数の長短は選択要因の中で重要度は低く、公
正競争上の問題とはならない。

日本電信電話㈱殿、東日本電信電話㈱殿のご意見

・企業努力（サービス内容等）以外の競争条件は公平にすべきである。
・番号桁数でサービスを選択するユーザは少なかったが０ではないこと等から１１６を新規
サービス加入促進の営業活動には利用しないことの検討をすべきである。

弊社意見

弊社で実施したユーザアンケート調査結果より
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弊社再意見

番号桁数の差が、ユーザの新規サービス加入に影響するかどうかの認識の相違について
は、置かれている環境の違い等から合意に至るのは困難であると思われる。

番号桁数の差が、ユーザの新規サービス加入の選択に影響しないとすれば、逆に１１６の
使用をやめても問題ないとも言えるのではないか。（その場合は、ユーザの利便性の低下
等の影響については検証する必要がある。）

とはいえ、このまま様々な議論を続けても議論は平行線のままだと思われる。

本WGでの結論が出ないとすると一旦WGでの検討では両論併記として親会にて議論頂き、
結論あるいは今後の進め方等のご判断を頂くことも一案であると考える。


